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さ
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き
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の
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項
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選
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政
治
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収
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金
曜
日
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平

成

二

十

三

年

十

一

月

十

八

日 
  
 
 
 
 
 

告 
 
 
 

示 

岐
阜
県
告
示
第
五
百
六
十
一
号 

 

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

 
 

各
務
原
市 

二 

事
業
の
種
類 

 
 

各
務
原
市
道
鵜
九
百
三
十
二
号
線
改
築
工
事
（
岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼
羽
場
町
六
丁
目
、
鵜
沼
羽

場
町
七
丁
目
及
び
鵜
沼
羽
場
町
八
丁
目
地
内
並
び
に
同
市
鵜
沼
真
名
越
町
一
丁
目
地
内
か
ら
同
市
鵜

沼
西
町
四
丁
目
地
内
ま
で
） 

三 

起
業
地 

 

１ 

収
用
の
部
分 

 
 
 

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼
羽
場
町
六
丁
目
、
鵜
沼
羽
場
町
七
丁
目
、
鵜
沼
羽
場
町
八
丁
目
、
鵜
沼

真
名
越
町
一
丁
目
、
鵜
沼
真
名
越
町
二
丁
目
、
鵜
沼
古
市
場
町
一
丁
目
及
び
鵜
沼
西
町
四
丁
目
地

内 

 
２ 

使
用
の
部
分 

 
 
 

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼
羽
場
町
六
丁
目
、
鵜
沼
羽
場
町
七
丁
目
、
鵜
沼
真
名
越
町
一
丁
目
、
鵜

沼
真
名
越
町
二
丁
目
、
鵜
沼
古
市
場
町
一
丁
目
及
び
鵜
沼
西
町
四
丁
目
地
内 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 

岐 

阜 

県 

公 

報 
 
 
 
 
 

毎
週 

 
 
 
 
 
 
 

発
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三
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一
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八
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曜
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曜
日 

(
 

)
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た
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と
き
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翌
日 

(
 

)
 

ペ
ー
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申
請
に
係
る
事
業
は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼
羽
場
町
六
丁
目
地
内
か
ら
同
市
鵜
沼
西
町
四
丁

目
地
内
ま
で
の
延
長
約
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と
い
う
。
）
を
全

体
計
画
区
間
と
す
る
「
各
務
原
市
道
鵜
九
百
三
十
二
号
線
改
築
工
事
」
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と

い
う
。
）
の
う
ち
、
既
に
用
地
取
得
の
完
了
し
て
い
る
部
分
を
除
い
た
前
記
の
起
業
地
に
係
る
部

分
で
あ
る
。 

 
 
 

本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
市

町
村
道
に
関
す
る
工
事
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事

業
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 
 

各
務
原
市
道
鵜
九
百
三
十
二
号
線
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
各
務
原
市
長
が
市
道
に
認
定
し
た
路
線
で
あ
り
、
同
法
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
各
務
原
市
が
道
路
管
理
者
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る

充
分
な
意
志
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益 

 
 
 
 

本
路
線
が
通
過
す
る
各
務
原
市
鵜
沼
地
区
は
、
県
の
物
流
の
大
動
脈
と
な
る
一
般
国
道
二
十

一
号
を
基
幹
と
し
て
、
愛
知
県
春
日
井
市
に
至
る
県
道
春
日
井
各
務
原
線
や
南
北
に
走
る
県
道

江
南
関
線
等
に
よ
り
道
路
交
通
網
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
国
道
二
十
一
号
は
自
動
車
交

通
量
が
多
く
、
県
道
春
日
井
各
務
原
線
は
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
及
び
名
鉄
各
務
原
線
と
の
平
面
交
差

踏
切
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
踏
切
遮
断
の
影
響
に
よ
る
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
本
路
線
は
一
般
国
道
二
十
一
号
及
び
県
道
春
日
井
各
務
原
線
の
迂
回
路
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
お
り
、
当
該
地
域
の
生
活
や
産
業
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
本
路
線
は
、
起
点
側
に
は
自
動
車
、
繊
維
関
連
の
各
種
工
場
が
立
地
し
て
い
る
う
え
、
近
年

で
は
、
大
型
商
業
施
設
が
出
店
し
て
お
り
、
終
点
側
に
お
い
て
は
、
名
鉄
各
務
原
線
新
鵜
沼
駅

に
連
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
等
に
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
自
動
車

交
通
量
が
多
い
路
線
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
本
路
線
の
う
ち
、
本
件
区
間
は
狭
小
区
間
が
三
箇
所
存
在
し
て
い
る
た
め
、

走
行
車
両
は
減
速
や
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
車
両
ど
う
し
の
す
れ
違
い
時
に
は
車
線
か
ら
は

み
出
す
な
ど
、
走
行
性
が
著
し
く
低
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
本
路
線
の
終
点
部
に
お
い
て
は
、

平
成
二
十
年
度
に
県
道
春
日
井
各
務
原
線
と
の
交
差
点
に
右
折
車
線
を
設
置
す
る
交
差
点
改
良

工
事
が
完
了
し
、
平
成
二
十
三
年
七
月
に
は
当
該
交
差
点
付
近
の
現
道
拡
幅
工
事
も
完
了
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
本
路
線
を
利
用
す
る
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
当
該
区
間
に
お

け
る
交
通
事
故
の
危
険
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
現
道
の
幅
員
狭
小
区
間
の
解
消
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
安
全

か
つ
円
滑
な
交
通
が
確
保
さ
れ
、
交
通
事
故
の
危
険
性
も
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

自
転
車
歩
行
者
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
等
の
安
全
性
も
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。 

 
 
 
 

な
お
、
本
件
事
業
が
生
活
環
境
等
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
は
環
境
影
響
評

価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
実
施
対
象
外
の
事
業
で

あ
る
が
、
起
業
者
が
任
意
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
本
件
事
業
は
、
現
道
拡
幅
方
式
に
よ
る
改
築
工

事
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
車
線
数
や
車
道
幅
員
な
ど
の
道
路
規
格
が
大
き
く
な
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
現
状
の
生
活
環
境
は
維
持
で
き
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
相
当
程
度
存
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 

失
わ
れ
る
利
益 

 
 
 
 

起
業
者
に
よ
る
と
、
本
件
起
業
地
に
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
は
三
箇
所
存
在
し
て
い
る
が
、
岐
阜
県
教
育
委
員
会
等
と
の
協
議

に
よ
り
記
録
保
存
等
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
希
少
な
動
植
物
の

存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈢ 

事
業
計
画
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼
羽
場
町
六
丁
目
地
内
か
ら
同
市
鵜
沼
西
町
四
丁
目
地

内
に
お
い
て
、
現
道
の
幅
員
狭
小
区
間
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を

確
保
し
、
交
通
事
故
の
危
険
性
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
道
路
構
造
令
（
昭
和
四
十
五

年
政
令
第
三
百
二
十
号
）
第
三
種
第
四
級
の
規
格
に
基
づ
き
、
二
車
線
の
道
路
を
建
設
す
る
事

業
で
あ
り
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
道
路
構
造
令
等
に
定
め
る
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

本
件
区
間
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
現
道
拡
幅
方
式
（
以
下
「
申
請
案
」
と
い
う
。
）
の
他
、
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現
道
の
南
側
又
は
北
側
ル
ー
ト
に
よ
る
施
行
方
式
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
道
の
南
側
又
は
北
側

ル
ー
ト
を
採
用
し
た
場
合
、
支
障
と
な
る
物
件
が
多
く
な
る
点
、
土
工
量
が
大
き
く
、
工
事
期

間
が
長
期
と
な
る
点
、
全
体
事
業
費
が
高
額
に
な
る
点
等
が
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
社
会
的
、

技
術
的
及
び
経
済
的
な
面
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
申
請
案
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

選
定
は
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

加
え
て
、
本
件
事
業
の
目
的
が
現
道
の
幅
員
狭
小
区
間
の
解
消
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

ル
ー
ト
で
当
該
区
間
を
回
避
す
る
よ
り
も
、
現
道
拡
幅
に
よ
る
当
該
区
間
の
改
良
を
行
う
方
が

合
理
的
な
計
画
と
判
断
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比

較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の

で
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性 

 
 
 
 

３
㈠
で
述
べ
た
よ
う
に
、
走
行
性
が
著
し
く
低
い
状
況
に
あ
り
、
現
道
の
幅
員
狭
小
区
間
を

解
消
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら

れ
、
そ
れ
以
外
の
範
囲
は
使
用
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い

て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

５ 

結
論 

 
 
 

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
充
足

す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認

定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

各
務
原
市
役
所
都
市
建
設
部
用
地
課 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号 

 

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

 
 

大
野
町 

二 

事
業
の
種
類 

 
 

大
野
町
揖
斐
二
度
ザ
ク
ラ
公
園
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
） 

三 

起
業
地 

 

１ 

収
用
の
部
分 

 
 
 

岐
阜
県
揖
斐
郡
大
野
町
大
字
南
方
字
二
度
桜
地
内
（
以
下
「
本
件
起
業
地
」
と
い
う
。
） 

 

２ 

使
用
の
部
分 

 
 
 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 
 

申
請
に
係
る
事
業
は
、
大
野
町
が
事
業
主
体
と
な
り
、
本
件
起
業
地
に
大
野
町
揖
斐
二
度
ザ
ク

ラ
公
園
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 
 

起
業
者
は
、
本
件
事
業
に
お
い
て
、
既
に
財
源
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る

充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益 

 
 
 
 

大
野
町
は
、
国
宝
「
絹
本
著
色
五
大
尊
像
」
を
は
じ
め
、
国
指
定
重
要
文
化
財
、
国
史
跡
等
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多
く
の
歴
史
的
文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
一
株
の
木
に
一
重
咲
き
・
八
重
咲
き
・
二
度
咲

き
の
三
種
の
花
を
咲
か
せ
る
と
い
う
国
指
定
天
然
記
念
物
「
揖
斐
二
度
ザ
ク
ラ
」
は
そ
の
よ
う

な
歴
史
的
文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
た
大
野
町
に
生
育
し
て
お
り
、
何
度
も
枯
死
寸
前
に
な
り
な
が

ら
も
、
地
元
住
民
の
手
厚
い
保
護
に
よ
り
、
そ
の
た
び
に
息
を
吹
き
返
し
て
い
る
。
ま
た
、
近

年
で
は
、
地
元
有
志
に
よ
り
、
接
ぎ
木
に
よ
る
揖
斐
二
度
ザ
ク
ラ
の
増
殖
の
試
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。 

 
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
揖
斐
二
度
ザ
ク
ラ
は
、
定
植
し
た
す
べ
て
の
木
に
お
い
て
二
度
咲
き
に
な

る
と
は
限
ら
ず
、
不
特
定
の
条
件
に
よ
る
突
然
変
異
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
保
全
・

保
護
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
多
数
の
接
ぎ
木
等
に
よ
る
増
殖
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
が
、
既

存
の
揖
斐
二
度
ザ
ク
ラ
公
園
で
は
面
積
が
小
さ
い
た
め
、
育
成
本
数
に
は
限
度
が
あ
る
。
よ
っ

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
の
揖
斐
二
度
ザ
ク
ラ
の
継
承
に
支
障
が
で
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

る
。 

 
 
 
 

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
天
然
記
念
物
揖
斐
二
度
ザ
ク
ラ
自
体
の
増
殖
の
促
進
に
寄
与
す

る
こ
と
に
加
え
、
町
民
の
み
な
ら
ず
県
内
外
か
ら
の
来
訪
者
の
天
然
記
念
物
へ
の
関
心
を
隆
起

し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
や
、
苗
木
育
成
事
業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 

な
お
、
本
件
事
業
が
生
活
環
境
等
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
は
環
境
影
響
評

価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
実
施
対
象
外
の
事
業
で

あ
る
が
、
起
業
者
が
任
意
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
予

測
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
相
当
程
度
存
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 

失
わ
れ
る
利
益 

 
 
 
 

起
業
者
に
よ
る
と
、
本
件
起
業
地
に
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
、
既
存
の
公
園
内
に
一
箇
所
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
適

切
な
措
置
を
講
ず
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
希
少
な
動
植
物
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈢ 

事
業
計
画
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
選
定
に
つ
い
て
、
揖
斐
二
度
ザ
ク
ラ
生
育
地
周
辺
の
三
案
に
つ

い
て
、
社
会
的
条
件
、
経
済
的
条
件
、
技
術
的
条
件
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
本
起
業

地
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
選
定
は
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比

較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の

で
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性 

 
 
 
 

３
㈠
で
述
べ
た
よ
う
に
、
揖
斐
二
度
ザ
ク
ラ
を
保
全
・
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
の
範
囲
は
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

５ 

結
論 

 
 
 

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
充
足

す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認

定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

大
野
町
役
場
産
業
建
設
部
建
設
水
道
課 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
五
百
六
十
三
号 

 

岐
阜
県
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
及
び
承
認
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
五
年
岐
阜
県
告
示
第
二
百

六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
高
山
市
職
員
互
助
会 

 

一
中
「
高
山
市
職
員
互
助
会
」
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

「
高
山
市
職
員
互
助
会 

 

関
市 

 
 
 
 
 

」 



 （ 523 ） 平成23年11月18日 岐  阜  県  公  報 第 2 2 9 9 号 

 

 
 
 
 
 
 

告 
 
 
 

示 
岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
五
号 

  

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治

団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の

異
動
事
項
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

大 
 

松 
 

利 
 

幸 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
六
号 

  

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出

の
あ
っ
た
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
訂
正
願
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
要
旨
を

公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

大 
 

松 
 

利 
 

幸 
 
 

 

収
支
報
告
書
（
平
成
二
十
年
分
）
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
対
価
に
係
る
収
入
の
内
訳
３
そ
の
他
の

政
治
団
体
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
七
号 

  

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政

治
団
体
解
散
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

大 
 

松 
 

利 
 

幸 
 
 

     
 
 

つ
げ
せ
い
き
後
援
 

会
 

仙
石
み
き
お
を
支
 

持
す
る
会
 

角
田
ひ
ろ
し
育
て
 

る
会
 

自
由
民
主
党
久
々
 

野
町
支
部
 

政
治
団
体
の
名
称
 

主
た
る
事
務
所
の
 

所
在

地
 

会
 
計
 
責
 
任
 
者
 

会
 
計
 
責
 
任
 
者
 

代
 
  
表
 
  
者
 

主
た
る
事
務
所
の
 

所
在

地
 

会
 
計
 
責
 
任
 
者
 

代
 
  
表
 
  
者
 

異
 
動
 
事
 
項
 

加
茂
郡
八
百
津
町
潮

見
405 

恒
 
松
 
法
 
 
 

栗
 
田
 
一
 
義
 

栗
 
田
 
一
 
義
 

高
山
市
久
々
野
町

久
々
野
2148 

水
 
口
 
健
 
一
 

大
 
宮
 
昌
 
夫
 

新
 

加
茂
郡
八
百
津
町
潮

見
1041―

６
 

八
 
木
 
和
 
義
 

栗
 
田
 
榮
 
一
 

栗
 
田
 
榮
 
一
 

高
山
市
久
々
野
町

久
々
野
1015 

元
垣
内
 
 
 
實
 

谷
 
口
 
 
 
昭
 

旧
 

「
 
 
 
 
 
 
  
 
三
甲
㈱
 
 
 
 
 
法
人
等
 
 
 
700,000円

 
瑞
穂
市
」
 

を 

「
 
 
 
  
 
 
 
 
三
甲
㈱
 
 
 
 
 
法
人
等
 
 
 
700,000円

 
瑞
穂
市
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
ド
ル
フ
ィ
ン
㈱
 
  法
人
等
 
 
 
400,000円

 
岐
阜
市
」
 

に
改
め
る
。 

す
ず
き
元
八
を
育
て
る
会
後

援
会
 

政
治
団
体
の
名
称
 

鈴
 
木
 
栄
 
子
 

代
 
表
 
者
 

の
 
氏
 
名
 

鈴
 
木
 
栄
 
子
 

会
計
責
任
者
 

の
 
氏
 
名
 

可
児
郡
御
嵩
町
御
嵩
1007―

５
 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

平
成
23年
 

８
月
１
日
 

解
 
 
散
 

年
 月
 日
 

 

政
党
又
は
政
党
 

の
支
部
の
場
合
 

そ
の
旨
の
表
示
 

 

当
該
政
党
の
支
部
 

を
支
部
と
す
る
 

政
党
の
名
称
 

 

一
以
上
の
市
町
村
の
区
 

域
等
を
単
位
と
し
て
設
 

け
ら
れ
る
支
部
の
表
示
 

 
 
 
 
 
 

選
挙
管
理
委
員
会
告
示 

堀
た
か
か
ず
後
援
 

会
 

つ
げ
せ
い
き
後
援
 

会
 

仙
石
み
き
お
を
支
 

持
す
る
会
 

代
 
  
表
 
  
者
 

主
た
る
事
務
所
の
 

所
在

地
 

会
 
計
 
責
 
任
 
者
 

会
 
計
 
責
 
任
 
者
 

堀
 
 
 
隆
 
和
 

加
茂
郡
八
百
津
町
潮

見
405 

恒
 
松
 
法
 

 

栗
 
田
 
一
 
義
 

大
 
野
 
成
 
正
 

加
茂
郡
八
百
津
町
潮

見
1041―

６
 

八
 
木
 
和
 
義
 

栗
 
田
 
榮
 
一
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公 
 
 
 

示 

 
 

○
土
岐
都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一  

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

土
岐
都
市
計
画
用
途
地
域 

二  

縦
覧
場
所 

 
 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
及
び
土
岐
市
建
設
部
都
市
計
画
課 

           

                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 

行 

者 
 
 

岐 
 
 
 
 

阜 
 
 
 
 

県 
 
 
 
 
 
 
 
 

編 
 

集 
 
 

各
務
原
市
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
一
―
一 

 

ブ
イ
・
ア
ー
ル
・
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 

行 

所 
 
 

岐 
 
 

阜 
 
 

県 
 
 

庁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
ず
き
元
八
を
育
て
る
会
後

援
会
 

政
治
団
体
の
名
称
 

鈴
 
木
 
栄
 
子
 

代
 
表
 
者
 

の
 
氏
 
名
 

鈴
 
木
 
栄
 
子
 

会
計
責
任
者
 

の
 
氏
 
名
 

可
児
郡
御
嵩
町
御
嵩
1007―

５
 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

平
成
23年
 

８
月
１
日
 

解
 
 
散
 

年
 月
 日
 

 

政
党
又
は
政
党
 

の
支
部
の
場
合
 

そ
の
旨
の
表
示
 

 

当
該
政
党
の
支
部
 

を
支
部
と
す
る
 

政
党
の
名
称
 

 

一
以
上
の
市
町
村
の
区
 

域
等
を
単
位
と
し
て
設
 

け
ら
れ
る
支
部
の
表
示
 

 


